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NA Way マガジン では、読者のみなさんが

参加されるのをお待ちしている。この年に４

回発行される定期刊行物によって、ぜひ、

世界中の仲間たちと分かち合いをしていた

だきたい。回復するなかでの経験はもちろ

んのこと、NAのさまざまなことに関する意見

や、これからの課題などについても投稿を

お待ちしている。ただし、投稿された原稿は

どれもみな、ナルコティクス アノニマス ワー

ルド サービス社に所有権があるものとされ

る。購読の予約、編集に対する意見のほ

か、著作権など実務的なことでの相談は、

PO BOX 9999, Van Nuys, CA 91409-9099 に

お問い合わせください。 

 NA Way マガジン は、NAメンバーがそれぞ

れに自分で経験したことや自分なりの意見

を紹介する雑誌である。ここにはNA全体の

意見は表明されていない。そしてもちろん、

ナルコティクス アノニマス、NA Way マガジン

またはナルコティクス アノニマス ワールド

サービス社によって支持されていると受け

取れるような記事も掲載されてはいない。ま

た、インターネットからNA Way マガジンを配

信することを希望する場合には、上記のアド

レスに手紙をいただくか、naway@na.orgにe

メールをいただきたい。 

 NA Way マガジン（The NA Way Magazine： 

ISSN 1046-5421）、NA Way（The NA Way）、ナ

ル コ テ ィ ク ス  ア ノ ニ マ ス（Narcotics 

Anonymous）、この３つは、ナルコティクス ア

ノニマス ワールドサービス社のトレードマー

クとして商標登録されている。NA Way マガ
ジン は、ナルコティクス アノニマス ワールド

サ ー ビ ス 社（19737  Nordhoff  Place, 

Chatsworth, CA 91311）によって、年に４回発

行される。 

編集者から、ひとこと 
私には、18才になる息子がいる。その友だち（トムとしておく）が、二度とクスリに手を出すまい

とがんばっていたので、2.3日の間、私たちのところに泊めることにした。だが、ウチは狭いの

で、息子とのふたり暮らしでもプライバシーなどないに等しい。われながら、ずいぶん思い切っ

たことをしたものだ。その夜は、トムと息子だけでなく、息子のガールフレンドも他の友だちも何

人か集まり、みんなで長いこと語り合った。話を始めてすぐ、私には2つのことがはっきり見え

てきた。まず、「クリーン」といっても、このトムという男の子にとっては自分の本命のクスリを使

わないという意味なので・・・実際には、ほとんど何でも手当たり次第に使っているというわけ

だ。つぎに、トムはああでもないこうでもないとごちゃごちゃ考えているため、私がどんなにＮＡ

のメッセージを伝えようとしても耳に入らないのだ。そこで私は、自分のできることを教えてくだ

さいとハイヤーパワーにたずね、その導きに従ってトムにベーシックテキストを渡した。 

 翌日の午後、トムはベーシックテキストを開き、まえがきのページをパラパラとめくっていっ

た。そして、声に出して読み始めた。『私たちの生き方、考え方はすべて・・・使うのをしばらくや

められるのなら・・・』。マーカー（蛍光ペン）を手にすると、1行1行線を引きはじめた。『この病

気のために、私たちは孤立していった・・・』。トムは声をつまらせ、取り乱すまいとしていたが、

こらえきれずに泣き出した。『生活能力は動物並み、気持ちはボロボロ』。部屋を見わたして私

の方を向くと、「これは・・・ボクのことだ」と言った。 

 その夜、トムは、私の息子（ＮＡメンバーではないが、ミーティング場で育った）に連れられて

ミーティングに行った。そして、ミーティングのスケジュール表をもらい、数人の男性メンバーか

ら電話番号を教えられ、スポンサーも見つけてきた。これが印刷されるころには、30日間ク

リーンでいたことになる。私には25年間のクリーンタイムがあるとしても、トムの心に届いたの

は私のメッセージではない。ＮＡの文献にまとめられたＮＡメンバー全員の希望のメッセージが

届いたからこそ、みんな同じだということや自分はひとりぼっちではないということに気づき、

『アディクトであれば、どんなアディクトであっても、薬物を使うのをやめることができ、使いたい

という欲求も消え、新しい生き方を見いだすことができる』ということがわかったのだ。 

 というわけで、今月号ではＮＡ文献を大きく取りあげる。2010年度のＮＡ文献調査表を載せ、

わかちあいの記事にも文献からの引用を添えてある。インターネット版のＮＡ Ｗayを予約購読

していれば、ＮＡ文献誕生の最新記録を見ることができるだろう。これは色分けされてわかり

やすい年表になっている。そしてもちろん、17ページにあるコミック『ゼ・カルディンホ』もお見逃

しなく！ 

  なお、再登録の手続きをしていないメンバーには、今月号が紙版で発送されるＮＡＷay マ

ガジンの最終号になる。ぜひ、10ページと11ページをお読みいただき、この情報をそれぞれの

ＮＡにいる仲間たちと共有していただきたい。 

ド・J （エディター） 

 

 表紙のイラスト： ボランティア リージョナル コンベンション28 コミティ（アメリカ合衆国／テネ

シー）の好意によって提供された作品 

NA Way マガジン では、読者のみなさんからのお便りをお待ちしている。掲載された記事に対

する感想はもちろん、NAという集まりのなかで取り上げられている問題についてひとつの考え

方を示すにすぎないものであっても、エディター宛に送っていただきたい。250字以内にまと

まっていれば、そのまま編集の手を加えずに掲載されることになっている。お便りには、本名、

現在使われている住所および電話番号を明記することをお忘れなく。掲載される場合には、ア

ノニマスでという希望がないかぎり、ファーストネームと苗字のイニシャルを署名として用いる

ことになる。 

NA Way マガジン は、ナルコティクス アノニマスのメンバーがいることで存在する雑誌である

ため、英語、ペルシャ語、フランス語、ドイツ語、ポルトガル語、スペイン語など、さまざまな言

語で出版されている。そのような雑誌であるゆえの使命は、ひとりひとりのメンバーに回復と

サービスに関する情報を提供することであり、そこには回復にまつわる喜びだけでなく、現在

NAで問題となっていることや世界中のNAメンバーのだれにとっても見過ごせないイベントなど

も取り上げている。編集スタッフはこのような使命に従い、世界中のメンバーが特集記事をは

じめとするさまざまな記事を書いて、自由に載せられる雑誌にしようとするのはもちろん、現在

行われているサービスやコンベンションに関する情報を提供することにも力を注いでいる。だ

が、これが定期的にメンバーに届く雑誌であるからには何よりもまず、「アディクトであっても、

ドラッグを使うのをやめることはできるし、それによって使いたいという欲求はなくなる。どのよ

うなアディクトであろうと、新たに生きるすべがあるからだ」というNAの回復のメッセージをたた

えることにこそ力を注ぐ。 

NA Way 予約購読の変更   10 
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逃げるが、勝ち！ 

 こんがり焼けてボリューム満点・・・病みつきになるほどおいしいブリトー 

 10年以上もクリーンでいると、薬物がすっかり遠ざかってしまったように思えることがある。だが、生きているかぎ

り、アディクションによって厄介
やっかい

な目にあうのは変わらない。ボクは、クリーンになったばかりのころに、「薬物なん

て、この病気による症状のひとつにすぎない。アディクションというのはさまざまなかたちで現れるのだ」と教えられ

た。それで、男女関係や友だちとのつきあいなんかで泥沼
どろぬま

になるのだろうと思った。だけど、まさか自分が再びア

ディクションにつかまるとは思いもしなかった。それも、相手は、こんがり焼けてボリューム満点のブリトーなんだ！ 

 それは職場でのごく普通の一日だった。時間が過ぎるのが遅く、ボスは機嫌
き げ ん

が悪い。ボクは、二晩
ふたばん

つづけて遅くま

で自己
じ こ

憐憫
れんびん

にひたり、その気分を引きずったままだった。ボクの場合はこれが、アディクションによる発作のはじまり

だ。自分をあわれに思ってしまうと、きまって、人生をダメにするような考えが頭をもたげてくる。そんなときは疲れが

とれないので、ろくでもない欲望にすんなり従ってしまうんだ。昼食の時間になった。そこでボクは、近所のメキシコ

料理を安く簡単
かんたん

に食べられる店に行った。メニューの表示には、「新登場！ こんがり焼いてボリューム満点のブリ

トーをとりそろえました」とある。中身は「味つけしたひき肉、栄養満点の豆類、味つけしたライス、３種類のチーズ、

クリーミーでコショウの効いたジャックソース、サルサ」。これを、「良質の小麦粉でつくった特大サイズの焼きたてト

ルティーヤで包み、直火でじっくり焼き目をつけてあります」と書かれていた。さらに、「タレに漬けてこんがり焼いた

チキンやステーキを追加して、ボリュームアップすることもできます」とある。これを読んだだけでもう、よだれが出て

きた。 

 見事なまでにこんがりと焼き目のついたほかほかのブリトーを手にしたら、落ち込んでなんかいられなかった。一

口食べたとたん、まさに、はじめてコカインを一発決めたときに頭をよぎった考えが浮かんだ。「こんなものが、この

世にあったとは・・・」ってやつだ。このおいしさ、それがどんなに心をなごませるか、伝えたくても言葉にならない。も

う自分を哀れだなんて思わないし、気の重い一日ともさよならだ。お腹がいっぱいで、気分も上々。まったく言うこと

ない・・・なさすぎた。 

 それから２週間、毎日、昼はこれだった。ただし、ピリ辛ソースを加えたり、チキンやステーキを加えたりと、ちょっと

した変化はつけた。どの組み合わせも、前日に食べたものよりおいしかった。これ以上ないというくらい、もっとおい

しくならないものか？ ブリトーを極めつくせるか？ そんな考えにふけっていたので、ボクは深みにはまっているの

がわからなかった。そんなある日のこと。「昼食はどうする？」とボスに訊かれた。ボクが「ブリトーでも買ってきます」

と答えると、「ジョー、おまえ、ここしばらく、そんなものばっかり食べてるだろ」と言われた。ボクは、現実をまったく見

ようとしないアディクトならではの返事

をするしかなかった。「大丈夫ですよ。

ブリトー以外のものが食べられなく

なっているわけじゃないし」。 

 そして翌週も、毎日ブリトーを食べて

過ぎていった。これじゃ生活もままなら

ない。客観的にみて、そう考えるしか

ないのは、一日の大半をトイレで過ご

すようになっているってことだ。これは

ブリトーを毎日大量に摂取
せっしゅ

しているた

めか、あるいは赤痢を発病したのか。

この２つしか説明がつかない。ありが

たいことに、ボクはひとり暮らしなので

個人的なことをだれかに説明する必

要はない。ボクは禁断症状を起こすよ

うになり、アディクションのわなには

まってしまった。だから、悪い徴候
ちょうこう

を

いっさい無視することにした。 
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 数日して、テレビの撮影
さつえい

のため、

ボクは職場から何百時間も遠く離

れた地方に行った。つまり、今の自

分に「なくてはならない食べ物」と

のつながりが断たれてしまったわ

けだ。でも、行きつけのメキシコ料

理店は全国チェーン店だから、パ

ニックにはならなかった。ボクは、

撮影
さつえい

現場の責任者に店がある場

所をたずねた。すると、このあたり

にはないだろうと言うではないか。

その瞬間から、すっかり強迫
きょうはく

観念
かんねん

にとりつかれてしまった。店がない

とわかったことで、どうしても食べ

なくてはいられなくなってしまった

のだ。この時点で、自分がどうなろ

うとかまわなくなっていた。とにか

く、においをかぐか、近くに店があ

る と わ か れ ば い い ん だ。ボ ク は

半狂乱
はんきょうらん

になってコンピュータをさが

し、店を検索した。すると、ここから

30分で行ける距離に、１店あるじゃ

ないか。ボクは作戦を練った。30分

か。車で行って帰って、撮影
さつえい

に間に

合うだろうか。やってみるしかな

い。ボクは道順の案内図をプリント

アウトして、だれにも告げずに出か

けた。どこからどこまで、一発決め

ようとしつつあるアディクトになり

きっていた。 

 アディクションのなかでも、薬物を

手に入れようとしているときほど幸

せな瞬間はない。アディクトならだ

れだって、そう言うだろう。一発決

められると思うと、もうそれだけで

興奮する。どんなにスカッとする

か。一度やったらやめられない。チ

キンにするか、ビーフにするか。ス

テーキもいいな。ソースはどうす

る？ 辛口？ 甘口？ 飲み物は要

らないな。その方が、ブリトーの風

味をじっくり味わえる。ボクは正気

を失っていた。猛
も う

スピードで走らせ

ながら、警官がいないかどうか目

を配った。そうしていれば、呼び止

められないですむだろう。撮影
さつえい

に

間に合うように戻るには、一秒たり

とも無駄にできない。まもなく、左

手遠くに紫色の看板が見えた。大

きな黄色いベル（鈴）の絵が描いて

ある。ボクは運転にしっかり集中す

るために、ラジオのボリュームも低

くしていた。車の中で、お腹がぐう

ぐう鳴りだした。脂っこくておいしい

ものがもうすぐ手に入るとわかって

騒
さわ

いでいるんだ。だが、店の近くま

で来て、「左折禁止」の標識
ひょうしき

。しか

も、Ｕターン車線は400メートルも先

だ。そんなところまで行ってられる

かよ! そこでタイヤをきしませなが

ら左に急ハンドルを切り、列に割り

込んで、ドライブスルーの通路に

車をつけた。ボクはいつものブリ

トーを注文して、駐車場の隅の方

に車を止めた。さてと。包みを開け

ると、いつもとちがう。焼き目がつ

いてないじゃないか! こんがり焼

くってことこそがすべてなのに！ 

これじゃあ、わざわざ高い金を払っ

た意味がないだろう！ ボクは猛
も う

烈
れつ

に腹が立った。だからといって、取

りかえろと言いに行くこともできな

い。昼時で店は混んでるし、そんな

ことしてたら撮影
さつえい

に遅れてしまうだ

ろう。ボクは、バックミラーに映る自

分 を 見 つ め た。「こ ん な の あ り

か？」とひとりごとを言いかけて、

言葉につまった。自分の姿をまじ

まじと見つめ、つきものが落ちた。

何もかもがはっきりと見えたの

で・・・恥ずかしかった。息をととの

えて、落ち着かなきゃと思った。と

りあえず、これを食べたら・・・もう、

こんなことはおしまいにするんだ。

このばかでかい油でベトベトのお

ぞましいものにかぶりついて、ボク

は泣き出した。食べることすらでき

ない。ふと、左に目をやると、ある

家族連れがこちらをじっと見てい

る。そりゃそうだ。何年にもわたっ

て回復の道を歩むひとりの若者

が、車の中でブリトーにかぶりつい

てあられもなく泣いているんだから

な。「どうかしましたか？」と、その

一家の女性が声をかけてくれた。

ボクはブリトーをくわえたまま、「わ

かんない」とつぶやくように言った。

すると、その女性は家族を連れて

そそくさと立ち去った。ボクは恥も

外聞もなくブリトーを食べると、遅

れないように撮影
さつえい

現場に戻った。 

 その夜、家に帰ると、これまでの

行動を正直にスポンサーに話しは

じめた。ボクらは、アディクションの

威
い

力
りょく

と、それによってアディクトが

しでかしかねないことについて一つ

一つ話し合った。それから丸一年、

こんがり焼けたボリューム満点の

ブリトーなしでやっていけたこと

は、われながら鼻が高い。でも、問

題はブリトーにあるわけじゃないの

だから、まったく手をつけなければ

すむということではない、とスポン

サーに言われてしまった。「おまえ

は、ちょうど生きるのに弱気になっ

ていたので、そこにつけ込まれて

暴走
ぼ う そ う

することになったんだ」。スポ

ンサーには、ボクがいい気になっ

ていることがわかっていた。そこで

ボクは、ブリトーを手にしてどうなる

か見てみることにした。今でも食べ

たいという気持ちはあったが、で

も、例のチェーン店に行ってみる

と、ブリトーとのことがいまいましい

思い出のように感じた。もちろん、

ひどい目にあったのはブリトーの

せいじゃない。でも、離れているに

こしたことはないと思った。ボクは

将来に目を向け、新しいメニューを

試してみることにした。よし、「スパ

イシー・チキン・ブリトー」でいって

みよう。中身は「メキシコの香辛料

でゆっくり煮込んだチキンの細切

れ、調理したライス、クリーミーな

唐辛子ソースにサルサ」で、「上質

の小麦粉を使った焼きたてのトル

ティーヤで巻いてある」か。おいし

そうだな、すごくおいしくて・・・病み

つきになりそうだ。だからボクは、

この手の強い衝動
しょうどう

に迫られてどう

していいかわからなくなったとき

に、まともなアディクトがすることを

した。そこから、一目散
い ち も く さ ん

に逃げ出し

たんだ。 

ジョー・Ｆ（アメリカ合衆国／ニュー

ジャージー） 

・・・ひどい目にあったのは、 
ブリトーのせいじゃない 
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「今日だけ、私を信じ、私の回復を手助けしてくれるＮＡの仲間を信頼しよう」 

『ホワイトブックレット』、『今日だけ』 

 

 前回、ＮＡ Ｗayに記事を書いてから数ヵ月経つ。あれから、ずいぶんといろんなことがあった。前回

に掲
けい

載
さい

していただいた記事では、私の旧ユーゴスラビアでの旅と、そこでＮＡが誕生するありさまをお

伝えした。そのＮＡも今や、親しみをこめて「ナルコスラビア」と呼ばれている。「ナルコスラビア」は５

つの異なる地区（モンテネグロ、セルビア、マケドニア、ボスニア、クロアチア）から成り、これにスロバ

ニアも加わるのを待っている。ほとんどが、かつて内戦でお互いに敵として戦った国ばかりだ。それ

も遠い昔の話ではない。今回は、このバルカン半島諸国にある小さな町に住むアディクトの回復を通

して、私たちの旅のつづきをお伝えしたいと思う。ただし、アノニミティを守るために、仮の名前で紹介

する。 

 ミラとの出会いは、昨年の11月。VoIP（インターネットでの音声通話技術）によるミーティングを通じ

てのことだった。（前回の記事にあったので、おぼえている仲間もいるだろう。ＮＡのなかったマケドニ

アでアディクトたちにメッセージを運ぶため、このようなミーティングをはじめることになったのだ。）こ

れは、インターネットでの電話会議によるミーティングで、参加者にはみんなの声が聞こえるように

なっている。ミーティングの進め方は、ふつうに会場で行われるＮＡミーティングとまったく変わらな

い。ＮＡの文献を読み、スピーカーの話や朗読があり、みんなが「順番で」わかちあう。ふつうのミー

ティングのようにサービスもする。こうして週に2回、同じ曜日の同じ時間に開かれている。 

 ミラが参加したころは、何もかもがまだ始まったばかりだったため、行き当たりばったりでミーティン

グを開いていたが、それでも、ＮＡの原理や伝統に忠実であろうとはしていた。ミラはとても内気だっ

たので、声も聞きとりにくかった。地元のＮＡにつながってはいたが、自分の住んでいる町にはミー

ティングがなかった。別の町で行われているミーティングに出ると終バスに乗り遅れてしまい、その日

のうちに家に帰ることができなかった。そういうわけで、このVoIPによるミーティングは、ミラには願っ

てもないものだったのだ。ミラはほとんどの薬物を断ちつつあったが、お酒はまだたまに飲んでいた。

ミラのことをよく知るようになるにつれて、私はインターネットによるミーティ

ングが終わってからもミラに話しかけ、ふたりで完全に薬物を断つことやプ

ログラムについて語り合ったりした。そしてミラはミーティングでも、ほかの

仲間のメッセージやＮＡでの回復の歩みについて耳にしていた。だから、ミ

ラがお酒をやめる決心をして、はじめてクリーンの１日目を祝うことになる

までに時間はかからなかった。 

 ミラは、自分がどれほど本気であるかを示すために、ブランデーの瓶
びん

に

白いキータグをつけてテーブルの上に置いた。その横には、コンピュータ

がある。そこはミラが一日の大半を過ごす場所だった。私は今さらという思

いで、なぜ私たちが降伏
こ う ふ く

するのかということをもう一度よく考えるように

言ってみたのだが、ミラは自分のしていることがどういうことかわかってい

ると言ってきかなかった。それで１ヵ月はクリーンでいられたと思う。ちょう

どクリスマスの時期だった。ミラは母親と暮らしていたが、しばらく前にいな

くなってしまった兄弟を恋しがっていた。今でも帰ってくることに望みをかけ

ていたのだが、その望みが絶たれたときに、自分を保てなくなってしまっ

た。ブランデーがあるじゃない。きっと、つかの間でもこの痛みを忘れさせ

てくれるにちがいない。ミラが飲んでしまったと言っても、私は驚きはしな

かった。それでも、ミラにはもう一度やり直す準備ができていた。そして今

度は、ブランデーを家に置くようなことはしなかった。 

 これでもう私たちはなんの気がかりもなく、ボスニアのサラエボで開かれ

るリージョナル コンベンションの開催を待つだけになった。これはすごいイ

ベントだった。サラエボからは、つながったばかりの仲間が大勢参加し、ロ

ンドンのＮＡからも仲間がたくさんやってきた。そして、ニューヨークからも

VoIPを通して知り合った仲間たちが参加してくれた。ここに参加したこと

が、回復していくうえでターニングポイント（転機）になったと語るアディクト

はけっして少なくなかった。クリーンタイムの長い仲間や地域にしっかり根

づいているＮＡの仲間はみな、謙虚
けんきょ

であった。それは、この旧ユーゴスラビ

ア一帯にはミーティングがたくさんあるわけではないという現実をよく理解

し、そういうなかでアディクトが回復してクリーンでいられるためにできるこ

ナルコスラビア通信 
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とがあるなら、何でもしたいうという気

持ちを失うことがないからだった。 

 ミラは、ホームであるベオグラードの

仲間たちと一緒に到着した。ミラと私が

顔を合わせるのは、これが初めてだっ

た。このような体験はどう説明してよい

かわからない。相手をよく知っていると

いう気がするのだが、何を話していい

かわからないのだ。私たちはひとことも

話さずに、時間が止まってしまったと思

えるほど長い間その場に立ち尽くして

いた。ほほえんではいたが、内心は泣

き出しそうだった。ミラは再びクリーン

になってから２週間を過ぎ、とても元気

そうだった。コンベンションのミーティン

グのひとつでは、ミラのわかちあいも

聞き、それがまた、私にちょっとしたス

ピリチュアルな目覚めをもたらした。ミ

ラはすっかりＮＡにとけこんでいるよう

だった。 

 コンベンションが終わってそれぞれの

ホームに戻ってみると、インターネット

によるミーティングはこれまで以上に

意味のあるものになってきた。メンバー

の多くがすでに顔見知りになっている

からだ。自分たちのしていることにやり

がいを覚えるようになると同時に、新し

いメンバーが参加するようになった。そ

して、グループには名前がついた。「ナ

ルコスキピア」だ。そうするうちに、この

VoIPによるミーティングは口コミで広が

り、数ヵ月の間に参加メンバーも増え

た。ただ、これは地元に新しくできた

ミーティングのことが知られるようにな

るのとは、ちょっとちがう。ニュージーラ

ンドや南アフリカなどの遠く離れたとこ

ろにいるアディクトが参加するにした

がって、地球全体に広がるミーティング

になりつつあるのだ。マケドニアでは、

みんなが集まってインターネットに接続

できる場所ががなくなっしまったが、そ

こがなくなるまでVoIPによるミーティン

グを続けていた。その後、何人かのア

ディクトは自宅からこのミーティングに

参加し続け、それ以外のアディクトはイ

ンターネットカフェでヘッドフォンを使っ

て仲間のわかちあいを聞いている。 

 ミラは、このVoIPによるミーティング

に毎回欠かさず参加していた。つな

がってすぐ、サービスを買って出てい

たので、私が世話役をしている間に

チェアパーソン（セクレタリー）になっ

た。ミラがクリーンタイムを祝う日を迎

えるたびに、みんながキータグをプレ

ゼントしていた。私のいるロンドンから

も多くの仲間たちが署名入りのカード

を送ってくれていた。ミラは以前より少

し大きな声で話すようになり、表情も明

るくなった。たまに、私がミーティングに

参加できなかったりして、ミラと話すこ

とがあると、私はつい好奇心に負けて

「だれが参加していた？」と聞いてしま

うことになる。すると、ミラは、「ＮＡの伝

統に従わなくちゃ・・・アノニミティ、でし

たよね？」と言う。これにはいつもニ

ヤっとさせられる。母親も、ミラがどん

どん変わっていくのをまのあたりにして

いたので、あるときなどは私に、これま

でこんなに幸せそうにしている娘は見

たことがないと言っていた。それで自

分も、家族のための１２ステップ プログ

ラムに参加してみようという気になり、

スポンサーを見つけてステップに取り

組みはじめた。 

 こうして書いても書いても、まだ言う

べきことが書ききれていないような気

がする。ちょうど２，３時間前に、いつも

どおりVoIPによるミーティングがあっ

た。モンパサ（ケニア）、アリゾナ（アメリ

カ合衆国）、ノルウェー、サウジアラビ

ア、スロバキア、ブラジルのほかにも、

世界中のさまざまな地域のアディクト

たちが参加していて、私はそういう仲

間たちの話に耳を傾けていた。こうして

ミーティングを重ねるうちに、たまたま

参加者が若い女性だけということがあ

り、その時点でもう、毎週水曜の夜に

女性ミーティングをやることになった。

そして、ナルコスラビア リージョンでは

新しくつながる仲間の数が増え続け、

その多くが英語を

話せないため、毎

週月曜の夜には

地元の言語によ

るミーティングが

開かれている。こ

ういうことが起こ

るのを、私はとて

も楽しみにしてい

たのだが、それはどれも起こるべきと

きに起こるべくして起こった。今夜の

ミーティングのスピーカーは、身体の不

自由な仲間だった。この仲間は、この

ようなミーティングに参加することはと

ても役に立つし、謙虚
けんきょ

な気持ちにさせ

られると言い、回復するなかで病気に

なったときに生じるさまざまな問題につ

いてＮＡのサービス活動で自分が経験

したことを話した。 

 私たちがここで経験していることを何

もかも説明するなんてとうてい不可能

だ。なにしろ、回復の道を歩むなかで

は実ににいろんなことが起こる。それ

はどれも説明しにくいものばかりなの

だ。このVoIPによるミーティングについ

ては、つい先日、英国のコンベンション

に招かれて自分が経験したことをわか

ちあうことになった。私は、自分の番が

来るまで、ほかのスピーカーたちの話

に耳を傾けていた。ある仲間は、英国

にある自分のホームグループが、アメ

リカにある別のグループを親身になっ

て手助けしているという話をしていた。

そしてまた、ある仲間は、自分のホー

ムグループには「愛のバス」があり、こ

れに乗って国中にあるＮＡグループを

手当たり次第に訪ねているという話を

していた。こうした話に耳を傾けなが

ら、私は自分に問いかけた。「私たちに

こういうことをしたいと思わせるもの

は、いったい何なのだろう？ このよう

な欲求はどこから生まれるのか？ そ

して、私たちはそれをどうやって実現さ

せるのだろうか？」。私は、昨年マケド

ニアにいて、ＮＡのメッセージを運ぶ

最善
さいぜん

の方法はないものかと思いあぐね

ていたときのことを思い出していた。そ

のとき、全身に鳥肌
とりはだ

が立った。そうだ。

私にも、こういうことをしたいと強く望む

気持ちがあったではないか。あのと

き、私は自分のハイヤーパワーの存

在を身近に感じることができた。だが、

このような願望
がんぼう

やハイヤーパワーに導
みちび

かれる感覚は、ナルコティクス アノニ

マスにいる私たちのほとんどにあるも

のだと信じて疑わない。それは自分よ

り先にＮＡにつながった仲間たちだけ

でなく、あとからやってくる仲間たちを

見ていればわかる。そうやってこれま

でに何度となく目にしてきたものが、ミ

ラのなかにもあるからだ。 

 

フェイク・Ｇ（英国／ロンドン） 

 

ナルコスラビア リージョン

は、成長をつづけている。 
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「12番目のステップの精神は、無償
む し ょ う

で尽く

すというＮＡの原理をよりどころとする」 

  『なぜ、どのように効果があるのか： 

ステップ12』 

 

 わたしは回復の道を歩み始めたばかり

のころに、「ミーティングの会場係が、会

場を開けるためにやって来ないのだとす

れば、死んだということしか考えられな

い」と言われた。その日は、特別な日だっ

たので、わたしは夫の運転するトラックの

後部座席にケーキをひとつ乗せていた。

夫もわたしも、仲間が４年のメダリオンを

手にするのを、この目で見たいという思

いでいっぱいだった。外にでると、風が激

しく吹き荒れていた。これじゃ、車のドア

を開けるのもひと苦労だと思った。わたし

は、たたきつける雨に押し流されそうにな

りながら、車に入ろうと奮闘
ふんとう

した。凍える

ような寒さだったので、ようやく車に収

まったときにはほっとした。 

 さて、走り出したはいいが、こんな集 中
しゅうちゅう

豪雨
ご う う

のなかをはたして運転していけるだ

ろうか。家から1200メートルほど行くと、コ

ンクリートの分厚い板が集 中
しゅうちゅう

豪雨
ご う う

によっ

て道路に流れされてきた。このようなもの

すごい豪雨
ご う う

だと、雨水が地面にしみこん

でも追いつかないので流れができてしま

い、下手をすると、鉄砲水と言われる自

然現象が起こる。すでにもう、コンクリー

トの舗装
ほ そ う

が雨水にえぐられて道路がぼこ

ぼこになっている。そこに車で突っこんで

いくのは、巨大なくぼみをバウンドしなが

ら走るようなものだ。いつもこれだから、

わたしはここに引っ越したときに乗用車

からトラックに買い換えるしかなかった。

だが、そのおかげで、わたしたちはぼこ

ぼこになった道路をなんとか通り抜け

た。これで、大通りに出られる。雨は激し

く降りつづき、時速20 ㎞前後で走らない

とまったく先が見えなかった。目の前に

水のカーテンがあるようだった。若いころ

のわたしは、こんな状況でも恐れを知ら

ずに運転していたが、この夜は心の底か

ら恐怖が突きあげてくるようだった。そん

なわたしに、夫は言った。「命であれ、手

足であれ、自分が何かを失わざるをえな

いことに気づいたから、考えることも変

わったんだよ」 

 教会までは、まだここから24キロも先

だったが、亀のようにゆっくり着実に進ん

でいけば必ずたどり着けるのだとわかっ

ていた。前方には、もう1台、大通りを行く

車があった。その車は、ハザードランプを

点滅させていた。前方で赤いライトがリズ

ミカルに点滅しているのには、なんとなく

ほっとするものがあった。その車は、同じ

地点をうろうろしているように見えたが、

わたしたちとの車間距離は縮まらなかっ

た。町の外れに着くまで、２台とも、雨の

中を仲良く移動していった。街の明かり

が見えてくるとともに、神がわたしたちの

ために寄こした付き添いの車は向きを変

え、雨の降りしきる夜のなかにゆっくりと

消えていった。 

 それからもう少し行ったところで、横目

に何かがちらっと見えた。車道の橋に、

黒いものが横たわっている。近くまで来

て、目をこらしてみると、セグロサボテン

（１２メートル近いアメリカ最大のサボテ

ン）が１本倒れていた。このサボテンが、

そうやって道路ぎわに転がっている姿を

見るのはなんともやりきれないことだっ

た。わたしは砂漠に移ってくるまで、セグ

ロサボテンのことは何も知らなかった。で

も今は、このサボテンがカリフォルニアに

あるセコイア（アメリカ杉）と同じで、大きく

なるまでに何百年という時間がかかるこ

とも、日光をあびて腕をのばし育っていく

ことも知っている。それが結局、このよう

な暴風によって打ち倒されてしまったの

だ。そして、教会までもう少しというところ

で向こうから緊急
きんきゅう

車両
しゃりょう

が来て、ライトを点

滅しながら通り過ぎていった。さらにパト

カーが１台停車して、道路が封鎖
ふ う さ

されて

いることを走行中の全車両に告げてい

た。警官がひとり嵐の中に立ち、３メート

ルを超す倒木を調べていた。この様子で

は、公安局の処理班は忙しい夜を過ごす

ことになるだろう。 

 こんな夜にはだれも外出するわけがな

いだろうから、今夜のミーティングは夫と

わたしだけでやるのだと思っていた。だ

が、予想に反して何人かの仲間がやって

きて、みんなで心を寄せ合って嵐の夜を

過ごしたのだ。そして、うまく生きられる

方法を求めてやってきた新しいメンバー

と一緒に、仲間の４年にわたる回復を

祝った。こうして神は、ナルコティクス ア

ノニマスを使って、わたしがハイヤーパ

ワーを理解できるところまで立ち返らせ

てくれたのだと信じている。この22年間と

いうもの、アディクションが猛威
も う い

をふるっ

ているときも、なりをひそめているときも、

人生には何度となく嵐が吹き荒れた。そ

のあいだずっと、ＮＡがわたしの避難所
ひ な ん じ ょ

になってくれたのだ。 

サンディ・Ｔ（アメリカ合衆国／アリゾナ） 

雨にも負けず、 

風にも負けず 

わたしたちは 

必ず回復する 

「・・・クリーンタイムは宝物だ。 

かけがえのないものだからこそ、 

命をかけて守るのだ」 

『ベーシックテキスト：「もう一度生きる

チャンス」』 

 

  ぼくは時々、自分の人生や回復を根底

からゆさぶられるミーティングにめぐり会

う。2009年8月7日に出席したフリーダム・

フライデー・ミーティングは、そういうミー

ティングだった。ぼくは、ＮＡで回復できる

幸せに恵まれたアディクトで、カナダのブ

リティッシュコロンビアにあるナナモイに

住んでいる。ナナイモはどちらかというと

小さな街（人口、90,000人）だけど、ＮＡは

大きな広がりをみせている。 

 この日のフリーダム・フライデー・ミー

ティングでは、マリーという仲間が25年と

いう記念すべき節目を迎えるため、お祝

いのケーキが用意されていた。これだけ

でも大いに勇気づけられたが、お祝いは

それだけにとどまらなかった。この日の

ミーティングには、ホームのメンバーだけ

でなく、よその街からも多くの仲間が参加

していた。そのなかには、ＮＡがまだ小さ

かったころに、バンクーバーで回復の道

を歩みはじめたマリーの「昔なじみ」であ

る仲間たちがいた。この昔なじみのうち、

5人が、やはりクリーンタイムを祝うことに

なっていたのだ。そのほかにも、クリーン

になって３週間しないうちにつまずいてし

まったため、もう一度メダリオンを受け取

る仲間が数人いた。この日、ここで一緒

に祝わうクリーンタイムの年数を合計す

ると、188年を超えていた。 

 さらに、アディクションの連鎖は断ち切

ることができるという事実を示すために、

マリーの息子が30日のクリーンタイムを

祝うことになって、その兄（クリーンになっ

て４年半）も一緒に出席していた。二人と

も、母親が道を照らしてくれたことに感謝

していると言っていた。そして、この日出

席していた女性たちのなかには、もうひと

り、記念すべき日を迎える女性がいた。

この女性は２６年のメダリオンを受け取

り、それとあわせて娘も１４年のメダリオ

ンを受け取った。 

 ここで感じた愛は信じられないものだっ

た。その暖かい思いが直接伝わってくる

ようだった。その場を鼓舞する希望と感

謝の気持ちは、このきわめて重大な機会

に立ち会った人々の心の中でこれからも

ずっと生き続けるだろう。ぼくは心から感

謝するとともに、とても謙虚な気持ちにさ

せられた。クリーンになって５年じゃ、まだ

ひよっこなんだ！ 

 『アディクトであれば、どんなアディクト

であっても、薬物を使うのをやめることが

でき、使いたいという欲求も消え、新しい

生き方を見いだすことができる・・・私たち

は（アディクションは）病気だが、必ず回

復するのだ』 

タイラー・Ｌ（カナダ／ブリティッシュコロン

ビア） 

 もし、病院施設委員会が 

なかったら 

「・・・ＮＡプログラムなら、自分もやってみ

ようという気になる。 

私たちの変わり方には、そう思わせるだ

けのものがあるからだ」 

『Ｈ＆Ｉ（病院施設）ハンドブック』 

 

 俺は、マサチューセッツ州ボストンのア

ディクトだ。 使ってた年数はハンパじゃな

いぜ! まったく、「浮き沈み」の激しい人生

だった。刑務所で暮らした年数もハンパ

じゃない。中にいる間は、もうこれまでの

ような使い方はしないぞって思うんだが、



8 The NA Way Magazine 

 

外に出たら、そうはいかなかった！ あい

かわらず薬物を手に入れることにやっき

になり、使いまくって、もっと手に入れる

方法や手段を見つけることしか考えられ

なくなっちまうんだ。 

 クスリに手を出したばかりのころ、俺に

はひとりで立派に生きているというプライ

ドがあった。俺は、そういう根性がない連

中を見下してせせら笑っていた。友だち

や家族からくすねているような奴らを

軽蔑
けいべつ

していたんだ。あいつらは人間のク

ズなんだから、だれか撃
う

ち殺してやれば

いいのに、と思っていた。 

 俺だって、昨日や今日アディクトになっ

たわけじゃない。はじめのころには、ク

リーンになろうと努力したさ。今みたいな

解毒
げ ど く

施設
し せ つ

なんかなかったが、公共医療

が受けられる病院がいくつかあったの

で、俺は行ってみた。病院では、カードを

１枚わたされ、そこには「私は、政府
せ い ふ

公認
こ うに ん

の薬物依存症者です」と書いてあった。

俺は20才にして、立派な麻薬常用者であ

るというお墨つきをもらったんだ。これで

人生は決まった！俺はもう二度とクリー

ンになろうなんて思わなかった。ここまで

コケにされて、使わずにいられるかよ。俺

はクスリを手に入れるためなら、何でも

やった。警察に捕まっても、「ちょっとは大

目に見てくれてもいいだろ？」とうそぶい

ていた。おまけに、自分がこうなったのも

世の中のせいにして、俺を警察に売った

奴らや、捕まえたおまわり、刑務所にぶ

ち込んだ裁判官と、だれかれかまわずの

のしった。どうせ捕まえるんなら、ありっ

たけのクスリと一緒に独房に入れてくれ

ればいいんだ。ドアは溶接しちまって、た

まに食い物を与えておけばすむ。それこ

そ、この世の天国だろうと思っていた。 

 俺は、1980年に州刑務所を仮釈放さ

れ、保護観察になっても使い続けた。

1984年には、クスリでラリっているときに

交通事故にあった。翌日、目を覚まして

みると、仮釈放規定違反で州刑務所に

逆戻りしていた。またしても、お先真っ暗

だ。それでも俺は、落ち込んで自己
じ こ

憐憫
れんびん

にひたるのが精いっぱいで、自殺する勇

気はなかった。 

 刑務所に戻った次の日、囚人仲間のひ

とりが俺の独房にやってきて、「今夜、

ミ ー テ ィ ン グ が あ る ん だ け ど、こ な い

か？」と言った。「うるさい」と追い払って

も、そいつはしつこかった。「ナルコティク

ス アノニマスというプログラムがあって、

そのミーティングを病院や施設でやるん

だ」と言い、「ＡＡ（アルコホリクス アノニマ

ス）みたいなもんだよ。ただ、ＮＡでは、薬

物について話すんだ」と説明した。俺は、

「そんなくだらないものに、つきあっちゃい

られねぇよ!」と言ったものの、結局その夜

に、そいつと一緒にＮＡのミーティングに

出席した。とくに覚えていることと言え

ば、壁に掛かった時計のことぐらいだ（時

計の針が進むのを眺めているだけだった

からな）。こんなとこにはいたくないし、人

 ＮＡメンバーによる 

ソーシャルネットワーキング* 

＜投書欄＞  

に囲
かこ

まれてるのもいやだ。早く終わらな

いかな。そうすれば、独房に戻ってひとり

になれる。そうこうするうちに、ミーティン

グは終わった。独房に戻る途中、例の囚

人仲間が「今夜は、すごくいいミーティン

グだったな」と言ったので、俺は「最悪だ

な。どいつもこいつも、くだらないことばっ

かり言いやがって」と言い返した。すると

そいつは、「それでも俺は、だれにも負け

ないぐらい素晴らしい人生を手にしたん

だ」と言った。なんだ、こいつ。穴の開い

た靴はいて何言ってやがる。負け犬のく

せに! 

 それでどうなったかというと、現実に直

面したってわけだ。俺には、もうひとつ終

わらせる刑期があったんだ。その間に

ミーティングに出つづけて、ようやく自由

の身になった。1984年のニューイングラ

ンドではＮＡができたばかりだったが、い

くつかミーティングを開いていたので俺は

定期的に出席した。 

 俺は長年にわたって、ホームグループ

はもちろん、エリアやリージョン、そして国

や地域を超えたつながりでもサービスに

かかわった。それは素晴らしい経験に

なった。世界中から集まった仲間たちとも

出会えた。そして、俺の関心は病院や施

設へのサービスにあったので、ＷＳＣ病

院施設委員会ができたときに委員を務め

る機会に恵まれ、『病院施設ハンドブッ

ク』の誕生にかかわることができた。今の

俺は、ホームグループで役立つことと、

新しくつながる仲間がホームになじめる

ようにすることに努力している。 

 俺の回復の旅は今もつづいている。

ミーティングには定期的に通っている。ス

ポンサーがひとりと、スポンシーが何人

かいて、ホームグループもある。何があ

ろうと使わないし、ＮＡのステップを日々

の生活に生かそうとしている。俺は、社

会でもきちんとやっていける人間になっ

た。地域にとけこんで、結婚もしたし、子

どもや孫もいる。こうして人間の尊厳
そんげん

を失

わず、ＮＡで回復していけることを感謝し

ている。 

 俺がこんなふうになれたのも、ナルコ

ティクス アノニマスに病院施設委員会と

いうものがあったからだ。その委員会で

は、自分たちの生活のなかから時間をさ

いてでもしなければならないことをしよう

と考え、何人かが俺のいた刑務所にやっ

て来た。それで、俺たちのような刑務所

にいるアディクトたちは、もう使わなくてい

いことや、これまでとはちがう生き方があ

ることがわかったんだ。 

ビーン・Ｌ（アメリカ合衆国／マサチュー

セッツ） 

あるグループのホームページに掲載した

のだ。これを見て、私はものすごく不安に

なった。このホームページを管理している

メンバーは、掲載した写真を閲覧できる

のはこのページのメンバーだけだと思っ

ていたのかもしれないが、それは間違っ

ている。そもそも、ソーシャルネットワー

キングのホームページというのは、部分

的に細かく規制をかけなければ、だれが

閲覧するかわからないものだ。検索エン

ジンを使えばほとんどの場合、簡単にリ

ストアップされて開けるようになっている

からだ。こういうことがわかっている人は

少なく、この管理人もまったくわかってい

な か っ た。だ か ら、タ グ の つ い た 写 真

（写っている人を確認できる個人名をつ

けた写真）がホームページに掲載されれ

ば、検索エンジンで見つけだされてしまう

ということに気がまわらないのだろう。だ

が、これは写真にかぎったことではない。

「ナルコティクス アノニマス ○○○ ペー

ジ」と打ち込めば、一般社会の人でも、さ

まざまなエリアやグループのホームペー

ジが閲覧できるのだ。 

 エリアによっては、こういうことに気づい

ているメンバーがいて、インターネット上

でアノニミティが破られることへの対策を

とっている。写真を掲載せず、仲間がわ

かちあう内容を監視しているのだ。しか

し、たいていはここまで慎重にはなってい

ないので、ＮＡの名称やシンボルを写真

に添えて掲載することになる。このような

状況をさらに悩めるものにしているのは、

ソーシャルネットワーキングにホーム

ページをもつグループの数が増えつつあ

り、それとともにミーティングで撮影した

写真が続々と掲載されるようになってい

ることだ。こういうことのほとんどが、無造

作に（しかも能天気に）行われている。

ホームページをもつグループが、イン

ターネットに掲載した写真はひとつ残ら

ず、一般社会の人々の目に触れてもお

かしくないということに気づいていないか

らだろう。だからこそ、インターネットへの

掲載にはＮＡの12の伝統を生かさなくて

はと思わざるをえないのだ。たしかに、Ｎ

Ａの伝統には「インターネット」という言葉

は出てこない。だから、伝統を当てはめ

ようとは思わないというメンバーもいる

が、そういう考えはばかげていると思う。 

 これから、ＮＡの伝統とソーシャルネット

ワーキングとの関係をしっかり見直す機

会が増え、もっと応用範囲
お う よ う は ん い

の広いガイド

ラインがＮＡメンバーに示されることを

願ってやまない。ご一考いただければ幸

いである。デイヴィッド・Ｔ（アメリカ合衆

国／フロリダ） 

編集者注： ソーシャルネットワーキン

グは、無視できない気がかりなものと

してこれからもＮＡ全体で取り上げてい

く話題であり、2010年のワールド サー

ビス カンファレンスでも検討された。さ

らに詳しいことは、ＮＡ Ｗay 2010年1

月号に掲載された記事、『インターネッ

トに顔を見せるＮＡメンバーたち』をお

読みいただきたい。 

私のエリアでは、こんなことがあった。あ

るＮＡグループが、ミーティングで撮影し

た写真を、ソーシャルネットワーキングに
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どうすれば、 

ＮＡのサービスシステムを 

改善
かいぜん

できるのだろうか 
 

 ＮＡでは今、ワールドサービスとサービスに関心のある世界中のメン

バーたちとが一緒になって、現在のサービスシステムに代わるものをつ

くろうと努力している。ＮＡグループがもっと活動しやすくなり、今苦しんで

いるアディクトにもうまく手をさしのべられるようにしようというわけだ。 

 このサービスシステム プロジェクトは、2008年のＷＳＣ（ワールド サー

ビス カンファレンス）で満場一
まんじょういっ

致
ち

で採択され、2010年の同カンファレンス

で出席者全員の賛同を得て誕生したものであり、ＮＡのサービスで現在

問題になっている事柄
こ と が ら

の一部解決をはかるために、さまざまな考えを引

き出すことを目的としている。 

 9月〜10月までの間には、アメリカ合衆国内で５つのワークショップが

開催され、ＮＡのサービスシステム変更に対するいくつかの修正案につ

いて話し合いを重ねている。 

 この修正案には、以下のような提案が含まれている。 

・ アディクトがＮＡを見つけやすくすると共に、アディクトとかかわる人た

ちがＮＡと連絡を取りやすくするために、州、国、地方(さらには町、市、

国)という区分けをなくし、相互に連携
れんけい

できるようなサービス機関を結成す

る。 

・ サービス委員会を設けて任せきりにするのではなく、地元ならではの

具体的なプロジェクトや案を立ち上げて地域サービスの連携
れんけい

をはかる。 

・ サービス機関であれ、寄り合いであれ、地元のグループを支えること

に心血が注がれるようにする。 

  

 このような修正案であれば、みなさんも期待するだけのことがあるだろ

う。むしろ、だからこそうまくいくか気になるということもあるかもしれない

（こちらとしても期待を裏切りたくはない）。 9月〜10月まで開催される

ワークショップで、５回のうちどれかひとつでも参加できないという場合

や、あるいはこの修正案をまだ目にしていないという場合には、ぜひイン

ターネットを覗いていただきたい。サービスシステム プロジェクトに関す

ることは何から何まで、www. na.org/service system に掲載されている。

また、このウェブページには、以下の項目にリンクが張ってある。 

 ・ システムの改革案 

 ・ プロジェクトの背景と最新情報 

 ・ プロジェクトに関する掲示板 

 ・ パワーポイントによる発表と会議の概要 

 ・ 修正案に対する意見提供の書類 

 

 なお、みなさんにも何かお考えがあれば、遠慮なくお寄せいただきた

い。ただし、この第１回修正案に関する具体的な意見提供は、2010年12

月31日で締め切らせていただく。2011年には、新しい資料が公開される

ことになっているので、2012年のワールド サービス カンファレンスで話し

合われるときには、さらによい案になっているだろう。みなさんにはぜ

ひ、このような重要なプロジェクトの進行に加わっていただきたい。私た

ちがみんなで力を合わせなければ、これほどの変化をうまく載りきること

はできないのだ。 

 

www.na.org/servicesystem 
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 ＮＡ Ｗay マガジンは、ＮＡの重要なコミュニケーション手段のひとつになっている。そして、ＮＡの回復

や一体性、サービスについてわかちあい、ＮＡワールド サービスの情報も提供するということでは、ユ

ニークなフォーラムでもある。現在では、紙版より内容が充実していることもあって、読者の多くがイン

ターネット版のＮＡ Ｗayを読むようになったが、それでもなお、紙版のＮＡ Ｗayが毎年、１６万部以上も

配布されている。だが、莫大
ばくだい

な費用をかけて配布しても、そのうち何千万部が配達不能になって戻って

くるのだ。私たちは、このままＮＡ Ｗayという貴重な情報資源を提供しつづければ、その配布費用は経

費から削られることはないという現実をつきつけられている。（註：ワールドサービスに登録している日

本の各グループにも 

年に4回「英語版NAWAY」が送られてきています。ただし、グループ代表の交代、引っ越しなどで住所

が変わると、配達されず、返送されてしまいます。アメリカから日本の各グループに配達される郵便料

金の多くがムダになっています。下のお願いのように、できれば、日本語版をホームページからダウン

ロードして読んでもらえると、コストを減らせます。ご協力お願いします。） 

 

 この問題は、今回のワールドサービス カンファレンスで議題に取り上げられた。その結果、紙版のＮ

Ａ Ｗay を無駄に配布するのを廃止することによって、配布費用の増加を最小限におさえるために、以

下のような変更をお願いすることになった。 

 

・ インターネットを利用しているメンバーには、ぜひ、インターネット版ＮＡ Ｗayの予約購読をお

願いしたい。 インターネット版なら、内容が充実していて、紙版には載らない記事が読めるよう

になる。こうしてインターネット版の読者が増えれば、印刷費用も配送費もはぶかれるのだ。た

だし、インターネットを利用していないメンバーや、紙版のＮＡ Ｗayを望むメンバーもいるだろう。

その場合には、紙版の予約購読に再登録する必要がある。 

 

・ ＮＡ Ｗay はこれから、グループ、サービス機関に対して自動的に配布されることはなくなる。

ただし、サービス機関であれば、自分たちのサービス委員会やグループなどの代理で、一括し

て予約購読を申し出ることができる。サービス機関による一括の予約購読については、

www.na.org/subscribe で詳細を確認していただきたい。 

 

 以上の変更はいずれも、2010年の末から行われる。だが、善は急げだ。さっそく、www.na.org/

subscribe でインターネット版を予約購読してはどうだろう。インターネット版の予約購読も紙版の予約

購読に再登録もしなければ、これまでのように自動的に届くのは10月号が最後になる。2011年１月号

からは、インターネット版予約購読での配信と、紙版予約購読に再登録した読者への配送だけとなる。 

 

（註：日本語版ＮＡＷＡＹはいつでも誰でもＮＡジャパンのウェブサイトで読

むことができます。予約は必要ありません） 
  

今月号で 

ＮＡ Ｗayの自動配布は 

おしまいです 

http://www.na.org/subscribe�
http://www.na.org/subscribe�
http://www.na.org/subscribe�
http://www.na.org/subscribe�
http://www.na.org/subscribe�
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 今回の調査では、ＮＡ文献の新刊と改訂版がつくられる際に優先すべきことについて、メンバーひとりひとりの声

が伝わることを願っている。メンバーたちが必要とするものや望むものは世界中で大きく異なるため、このような調

査をすることによって、ＮＡ全体の考えというものが把握しやすくなるだろう。 

 ワールドボードでは、将来の文献プロジェクトに向けてどのような提案を進めていくかを考える際に、今回の調査

から得られた情報を活用することになる。今回の調査では、すでに出版されているＩＰ類の改訂に関する質問事項

は設けていない。それには、２つの理由がある。ひとつには、ＩＰのテーマとされていることの多くが、現在出版作業

が進められている書籍、『リビング クリーン： ザ ジャーニー コンティニュー』に反映されているということ。もうひとつ

は、ＮＡ文献をつねに時代に即したものにしていくことは重要な活動であるに変わりはないが、過去の文献調査で

はＩＰ類の改訂について明確な方向性をつかむことができなかったということ。以上のことから、ＩＰ類に関してメン

バーからのフィードバック（メンバーから寄せられた意見）をまとめるには、別の方法を考えていく必要があると思っ

ている。いずれにしろ、このような重要なプロジェクトに参加していただいたメンバーには感謝している。 

 

ＮＡには、これからどのような文献が必要なのか。 
 何が必要で、何が必要ではないか、そしてどのような文献を優先すべきかということを決める際には、あくまで世

界中のメンバーが必要とすることをじっくり考えていただくようにお願いする。私たちはつい、自分たちのミーティン

グ場を見まわして必要なものは全部あると思ってしまいがちである。だが、まだＮＡにつながっていないアディクト

や、他の国や地域で誕生しつつあるＮＡのメンバーたちには、そうともかぎらないのだ。 

2010年度ＮＡ文献調査 

以下の表には、これまでに各種文献についてメンバーたちから出されたアイデアをまとめてある。それぞれのテー

マごとに設けられた枠に［✓］を記入していただきたい。各項目の右端には意見を記入するようになっている。また、

「どうしても必要」という枠に［✓］を記入した場合は、その文献に求める内容を具体的に書いていただくと、こちらも

理解しやすい。各種文献に関する質問表の下には、新しい文献について書き込む欄がある。これは、まさにそのよ

うな要求に応えるために設けられているので、ぜひ、みなさんのお考えを記入していただきたい。なお、扱うテーマ

の範囲や焦点は、これからもまだ議論の余地がある。 

 新しい回復に関する文献が、ＮＡメンバーのためになると思うか はい いいえ 

コメント     

回復に関する書籍類 

アイデア 
意見なし・ 

分からない 
必要ない 

必要だが 

最優先ではない 
どうしても必要 意見 

NAの歴史           

『伝統』のワークブック           

日々の瞑想に利用する本 

：一日にひとつ、スピリチュアルな原理を

テーマにする 

          

SWG(ステップワーキング 

ガイド）の姉妹版：SWGを使いこなしてい

るメンバーがさらに理解を深める 

          

スポンサーシップに 

関する新しい本 
          

その他（具体案を記入） 

 

 

          

 この調査表は、www.na.org/litsurvey で記入されるか、あるいは記入した用紙をファクス 818.700.0700 で送信、もしくは NAWS; 

19737 Nordhoff Place; Chatsworth CA 91311 USA 宛に郵送していただきたい。いずれの場合も、2011年4月1日を提出締め切

りとする。 

http://www.na.org/litsurvey�
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書籍の改訂版 

アイデア 
意見なし・ 

分からない 
必要ない 

必要だが 

最優先ではない 
どうしても必要 意見 

現在出版されている 

『ステップワーキングガイド』の改訂 
          

現在出版されている 

『スポンサーシップ』の改訂 
          

その他（具体案を記入）           

ブックレット（小冊子）（一冊、20〜24ページの長さ） 

アイデア 
意見なし・ 

分からない 
必要ない 

必要だが 

最優先ではない 
どうしても必要 意見 

ＮＡの伝統にある 

原理を実践する 
          

サービスと回復           

『12の概念』の応用編           

その他（具体案を記入）           

インフォメーション パンフレット類（ＩＰ類） 

アイデア 
意見なし・ 

分からない 
必要ない 

必要だが 

最優先ではない 
どうしても必要 意見 

ＮＡに長くいるメンバーに役立つＩＰ           

12番目のステップ活動とは：さまざま

な場面で実際に役立つ提案を載せ

る 

          

女性の回復           

世界各地の先住民のメンバーたち

に役立つＩＰ 
          

明確なNAのメッセージを伝えること           

セクシャリティに関係なく           

スピリチュアリティとは           

その他（具体案を記入）           

統計データ 
今回の調査では、文献の優先順位に関するご意見だけでなく、ご自分のことも簡単にお答いただければ幸いです。 
 
性別  男性       女性 
 
年齢層   18才以下  18〜24才  25〜23才  35〜44才  45〜54才  54才以上 
 
クリーンタイムの長さ   ＿＿＿＿＿＿＿＿年   ＿＿＿＿＿＿＿＿ヵ月 
 
所在地       ＿＿＿＿＿＿＿＿市 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿都道府県 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿国 
 

 この調査表は、www.na.org/litsurvey で記入されるか、あるいは記入した用紙をファクス 818.700.0700 で送信、も

しくは NAWS; 19737 Nordhoff Place; Chatsworth CA 91311 USA 宛に郵送していただきたい。いずれの場合も、

2011年4月1日を提出締め切りとする。 

http://www.na.org/litsurvey�
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ホームグループ紹介  

NAwayでは、さまざまなNAグループからミーティング会場の写真が送られてくるのをお待ちしている。ただし、集まっ

ているメンバーがどこのだれとわかる写真はご遠慮いただきたい。なお、写真には、グループの名称、所在地およ

び国名はもちろん、グループができてからどのくらい経つのか、ミーティングの形式、そして「ウチのグループならで

は」のことなど、グループの紹介文を添えていただくようにお願いする。 

 蝶
ちょう

の舞う庭で、 

ミーティング 
 

 この「ケアリング スルー シェアリング アゲイ

ン ミーティング」は、オハイオ州ピスガで毎週、

月曜の夜にミーティングをしている。ホームの

メンバーは12〜14人いるが、実際に出席する

人数は季節によって変わってしまう。とくに暖

かい夏の間は、みんないそいそとやってくる。

なぜかというと、このミーティングは教会の外

にある「バタフライ・ガーデン（蝶
ちょう

の庭）」で開か

れるからだ。広々とした空の下で木々に囲ま

れてミーティングをするというのは、とても心が

安らぐ。ちょっと虫が多いのと雨が降ったりす

るのを別にすれば、こうして月曜の夜に屋外

で集まるのもまんざらすてたもんじゃない。 

 このグループが「ケアリング スルー シェアリ

ング アゲイン ミーティング」と呼ばれるのに

は、わけがある。このミーティングはもともと、

1985年にオハイオ州のウェストチェスターで始

まったんだ。そのときには、おれのほかにひと

りかふたりの仲間しかいなかったが、5年のう

ちにメンバーが増えた。当時は、シンシナティ

という大都市圏でもNAミーティングは数えるほ

どしかなかったので、そこらじゅうのアディクト

が待ってましたとばかりに押しかけたというわ

けだ。 

 1985年に、このグループは「ケアリング ス

ルー シェアリング ミーティング」という名前で

スタートした。それから5年ぐらいして、おれは

NAを離れ、ミーティングに行かなくなったア

ディクトが避
さ

けては通れない道をたどった。そ

れでも8年ちょっと前に、おれはもう一度ナルコ

ティクス アノニマスにたどり着くことができた。

こうして戻って来れたからには、NAを大切にし

ないわけにはいかない。それにはまず、おれ

は「ケアリング スルー シェアリング ミーティン

グ」を一からやり直さなければならない。そうい

う気持ちを忘れないために、グループの名前

に「アゲイン（もう一度）」という言葉をつけ加え

たんだ。 

ゲイリー・R（アメリカ合衆国／オハイオ） 
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ゼ・カルディンホ 
 マニュエル・Ｏ 作 

「サービスは、もっとも大

事なことのひとつだ」 

「他 の 人 が や っ

てくれるならね」 

「とくに、『伝統8』

だね」 

「ほら、みんないっせ

いに壁の『伝統』ポス

ターを見てるぞ」  

「それから・・・『ＮＡの

サービスの概念』の4

番目もね」 

「ほ ら、キ ョ ロ キ ョ ロ し て る

ぞ！ おちょくりがいのある

連中だな」 

「ゼ・カンディンホ」は、ポルトガル

のＮＡが『セレンディデイド（落ち着

き）』というタイトルで発行している

ニューズレターの連載コミックだ。

「ゼ・カンディンホ」というのは、回

復しつつもまだ頭が混乱しているア

ディクトにつけられたニックネーム。

かっこつけて、正直なふりをし、おも

しろい人物とみせかけていても、イヤ

ミな性格が「影」のようにつきまと

い、皮肉なツッコミを入れる。ちなみ

に、今回は、ポルトガルの典型的な

ミーティング会場が舞台になってい

る。このミーティング会場の壁には、

12のステップと伝統のポスターが貼っ

てあるが、12の概念のポスターはまだ

貼っていないのだ。 
『セレンディデイド』（ポルトガル）

の許可を得て、 
2010年6月号より転載 
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ＷＣＮＡ（ＮＡワールドコンベンション）が、 

光あふれるサンディエゴに戻ってくる 

世界中の仲間たちによる回復のワークショップやスピーカーズミーティング、 

楽しいイベントや催しもいっぱい。みんなで参加して、一生の思い出をつくろう! 

ＷＣＮＡ34への参加登録は、WWW.na.org/subscribe で受付ている。 

事前登録 
そして、ここでしか手に入らない事前登録商品は、 

2010年12月1日からインターネットで申し込み受け付け開始。 
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